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࣋ଓత成長Λ͑ࢧΔऔΓ૊Έ

■ 基本的な考え方
౰ࣾ͸ɺʮڥ؀基ຊํ਑ʯͷ΋ͱɺ����೥にୈ�࣍

޲՝୊ͷղܾにڥఆ͠ɺ؀ࡦऔΓ૊Έϓϥϯをڥ؀

͚औΓ૊ΜͰ͖·ͨ͠ɻ����೥�݄に͸ɺ௕ظ໨ඪ

ʮ5(ڥ����؀νϟϨϯδʯをൃද͢るͱͱ΋にɺϚΠ

ϧストーϯͱ͠て����೥·Ͱͷ໨ඪをઃఆɺ͞ Βに�

೥ؒͷ׆ಈ߲໨ͱ໨ඪをઃఆͨ͠औΓ૊Έϓϥϯをࡦ

ఆ͠ɺڥ؀อશ׆ಈをਪਐ͠てい·͢ɻάϩーόϧͰ

͸ɺ೔ຊを͸͡Ίɺถभɺதࠃɺ౦ೆΞδΞɺΠϯυ஍۠

にڥ؀౷ׅػೳをஔ͖ɺԤभɾೆ ΞϑリΧをؚΊੈք�

ͰΤリΞ؅ཧ͠ͳ͕ΒάϧーϓҰؙͱͳͬてऔΓ૊ۃ

Έをਪਐ͠てい·͢ɻ·ͨɺߦ੓ɾ٬ސɾαϓϥΠϠーͱ

΋࿈͠ܞてऔΓ૊ΈをਐΊてい·͢ɻ

■ TG2050環境チャレンジ
ΰϜɾथࢷͷߴ෼ࢠ෼໺ͷઐ໳ϝーΧーͰ͋る౰͕ࣾ

৅௃ͱ͠ている࿡֯ܗͷʮϕϯθϯ؀ʯʢߴ෼ࢠͷݪ఺ͱ

ͳるߏ造ମʣにͪͳΜ ʮͩ�つͷνϟϨϯδʯを͛ܝɺ����

೥をݟਾえͨ௕ظతࢹ఺Ͱڥ؀อશ׆ಈをਪਐ͠てい·

͢ɻͦ ͷ࣮ݱに͚ͨ޲ϩーυϚοϓͱ͠てɺ�Χ೥ܭըͰ͋

るڥ؀औΓ૊Έϓϥϯをࡦఆ͠て׆ಈ͠てい·͢ɻ·ͨɺ

����೥�݄にɺީؾมಈ໰୊΁ͷରԠをڧԽ͢るͨΊ

ΧーϘϯχϡートϥϧʢ4DPQF��
��ʣͷ࣮ظ࣌ݱを����

೥͔Β����೥にલ౗͢͠る͜ͱをએ͠ݴてい·͢ɻ

1993

環境取り組みプラン（5年単位）

ಈ׆ڥ؀
ຊ֨ελʔτ
・管理体制整備
・順法管理
・廃棄物低減

4DPQF�
�
ΧʔϘϯχϡʔτϥϧ
4DPQF�
ʢ����೥ൺݮ࡟�����ʣ

4DPQF�
�
�
ΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧ

άϩʔόϧڧԽ

�Ψεのݮ࡟のڧԽ

・グローバル連結目標管理
・水使用量低減

ࣗવڞੜ׆ಈॆ࣮・工場の森づくりスタート

୤୸ૉࣾձʹ׆͚ͨ޲ಈ
・再エネ導入
・照明LED化完了
・生産技術改善の強化
・省エネ改善専門チーム発足

・CO2低減目標
・主要工場
  ISO取得

2015 2020 2025 2030 2050 （年度）

取り組みプラン
ୈ�࣍

取り組みプラン
ୈ�࣍ 取り組みプラン

ୈ�࣍ 取り組みプラン
ୈ�࣍

2023年8月公表
（新目標の設定）

����೥
ϚΠϧετʔϯ

2021年4月公表

5(����
νϟϨϯδڥ؀

ୡ成

TG2050環境チャレンジ達成に向けた
中長期シナリオ

TG2050環境チャレンジ
（6つのチャレンジ）

ಈのਪਐ׆ۀࣄ഑ྀͨ͠ʹڥ���؀
։ ɾൃੜ ɾ࢈ൢ ചͷ׆ۀࣄಈ͔Βഇغ·Ͱͷશてͷஈ
֊Ͱɺڥ؀ͱਂؔ͘࿈͠ている͜ͱをೝࣝ͠ɺࣾ ಺શ
෦໳͸΋ͱΑΓɺࠃ಺֎ؔ܎ձࣾɺ࢓ೖઌをؚΊͨ豊
田合成άϧーϓͱ͠てɺ٬ސɾߦ੓ͳͲͱ΋ڠ ɾྗ࿈ܞ
͠ɺڥ؀に഑ྀͨ͠׆ۀࣄಈを͏ߦɻ

ຽͱͯ͠ࢢۀا��� のऔΓ૊Έ
ຽͱࢢۀا͖ྑ て͠ɺ஍Ҭɾࣾ ձͷ׆ڥ؀ಈにऔΓ૊
Ήͱͱ΋にɺ֤ ஂମͷ׆ڥ؀ಈ΁ͷࢀՃɺ支ԉɾྗڠ
を͏ߦɻ·ͨɺࣾ һҰਓͻͱΓ͕஍Ҭɾࣾ ձͷҰһͱ
て͠׆ڥ؀ಈにऔΓ૊ΉͨΊͷൃܒを͏ߦͱͱ΋にɺ
ࣾձݙߩɾϘϥϯςΟΞ׆ಈを支ԉ͢るɻ

���͜ ಈの৘ใΛ׆ͨ͠͏
৴͢Δͱͱ΋ʹɺൃ͘޿
֤૚͔ΒのҙݟΛௌऔ
͠ɺ͞ ΒͳΔվળ׆ಈʹ
౒ΊΔɻ

શͯの׆ۀࣄಈΛ௨ͯ͡ڥ؀อશʹݙߩ

ຊํ਑جڥ؀


UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ	�औΓ૊Έϓϥϯʛ豊田合成ڥ؀

஍ٿԹஆԽ΍ɺେྔੜ ௨の՝୊ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ豊田合成Ͱ͸lΈͲΓ͋;ΕΔɺ豊͔ͳڞ෺໰୊͸ੈքغɺഇׇރݯࢿΑΔʹغɾഇ࢈
஍ٿΛະདྷͱࢠͲ΋ͨͪʹzΛεϩʔΨϯʹɺڧΈͰ͋ΔΰϜɾथࢷのߴ෼ٕࢠज़Λੜ࢈ͱ੡඼の྆໘Ͱɺ࠷େ׆ʹݶ༻ͯ͠ ɺΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧɾαʔΩϡϥʔΤίϊϛʔのૣ͚޲ʹݱ࣮ظɺάϧʔϓʔؙͱͳͬͯ औΓ૊ΈΛՃ଎ͯ͠ ͍·͢ɻ

άϧーϓ૯ྗを͛ڍΧーϘンχϡーτϥϧ・
αーΩϡϥーΤίϊϛーに௅ઓ

ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾڥ؀ਪਐ部 ୲౰本部長 ҆ాɹ༸

ڥ؀



TOYODA GOSEI REPORT 2024 75

豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造ͷઓུ 価値創造Λ͑ࢧΔج൫ データ

■ 推進組織
͸ɺ߲ࣄ਑΍ॏཁͳऔΓ૊Έํظにؔ͢るத௕ڥ؀

ࣾ௕をҕһ௕ͱ͢るʮΧーϘϯχϡートϥϧɾڥ؀ҕһ

ձʯͰ৹ٞɾܾఆ͠てい·͢ɻҕһձͷԼ෦૊৫͸ɺ੡

඼ɾੜ 成͞Εる�つͷ෼Պձ͕͋Γߏɾ඼࣭ͷ෼໺Ͱ࢈

·͢ɻ͞ Βにɺੜ࢈෼໺Ͱ͸ɺϞϊͮ͘Γશମ͔Βͷڥ؀

·෦ձをઃஔ͠ていڥ؀࢈ԽをਤるͨΊにੜڧಈͷ׆

͢ɻ෼ՊձͷԼ෦૊৫ͱ͠てϫーΩϯάάϧーϓをઃஔ

͠ɺΤωϧΪー࢖༻ྔͷ௿ݮ΍ΤωϧΪーޮ཰ͷվળɺ

ഇغ෺ྔ΍औਫྔͷ௿ݮにΑΓɺڥ؀΁ͷӨڹをܰݮɺ

๷͢ࢭる׆ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ

■ カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略
੡඼ͷϥΠϑαΠΫϧશମͰΧーϘϯχϡートϥϧɾ

αーΩϡϥーΤίϊϛーͷઓུをཱてऔΓ૊ΈをਐΊて

い·͢ɻ4VTUBJOBCMF�.BUFSJBMT̡ ྉࡐ ɺr4VTUBJOBCMF�

%FTJHO̡ ઃܭ ɺr;FSP�&NJTTJPO�$IBMMFOHF̡ Ϟϊͮ͘

Γ ɺr3FTPVSDF�$JSDVMBUJPO̡ ճऩɾ࠶ੜ をr໨࢟͢ࢦͱ

͠ɺ�つͷ੾ΓޱͰ۩ମతͳ಺༰にམͱ͠ࠐΈɺΧーϘϯ

χϡートϥϧɾαーΩϡϥーΤίϊϛーͷ࣮ݱを໨͠ࢦ

ͳ͕ΒɺϏδωスにつͳ͛てい͖·͢ɻ

ྉࡐ 安定供給も考えた再生材調達やバイオ材の利用拡大などを
図っていきます。

ઃܭ 軽量化設計をはじめとして、易解体設計、コンパクト設計
などを図っていきます。

Ϟϊͮ Γ͘ 日常改善はもとより、工程のコンパクト化・熱エネルギー
低減など革新工程の導入や水素利活用の検討も進めていき
ます。

ճऩɾ࠶ੜ 工場内の廃棄物の極小化を計画的に進めるとともに、市場
からの部品回収のシステム構築なども進めていきます。

環境組織体制図

中長期の
経営判断を
必要とする
テーマを議論

カーϘン
ニϡーτϥル
ଅਐϓロδΣクτ

カーϘン
ニϡーτϥルɾ
˞ҕһձڥ؀

ʢ�ճʗ೥ʣ
ʢҕһ௕ɿऔక໾ࣾ௕ʣ

※ カーボンニュートラル・環境委員会の位置づけは、「 コーポレート・ガバナンスの体制図（P71参照）」による
カーボンニュートラル・環境委員会、生産環境部会各分科会から工場などへの展開は、各工場ISO14001システムなどに従い専門委員会を設置して対応しています。

中長期目標の
策定と実現に
向けた施策や
課題の議論 短・中期目標達成に

向けた具体策や
課題を議論

環境配慮の製品・技術開発の推進管理

生産工程から排出物を出さない施策や
技術開発と推進管理

SOC規制対応などと品質管理システム整備

海外グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

国内グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

品質分野

生産分野

製品分野

ੜڥ؀࢈෦ձ
ʢ�ճʗ೥ʣ

੡඼ɾٕ ज़ڥ؀෼Պձʢਵ࣌ʣ

ରԠͳͲɾ඼࣭γεテϜ෼Պձʢਵ࣌ʣ੍ن40$

ੜڥ؀࢈෼Պձʢ�ճʗ೥ʣ

ձࣾ܎಺ؔࠃ
࿈བྷձʢ�ճʗ೥ʣڥ؀

ւ֎ؔ܎ձࣾ
࿈བྷձʢ�ճʗ݄ʣڥ؀

カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略

4VTUBJOBCMF
.BUFSJBMT

ྉࡐ

Ϟϊ
ͮ͘Γ

ճऩ
ੜ࠶ ઃܭ

;FSP�&NJTTJPO
$IBMMFOHF

3FTPVSDF
$JSDVMBUJPO

4VTUBJOBCMF
%FTJHO

■ カーボンニュートラル促進プロジェクト
ࣾ௕をトοϓにɺࣾ ֎औక໾をΞυόΠβーɺؔ ෦܎

໳௕͕ίΞϝϯόーͱ͠てɺ෦໳ԣஅͷΧーϘϯχϡー

トϥϧଅਐϓϩδΣΫトを্ཱͪ͛ɺ੡඼ϥΠϑαΠΫϧ

શମͰଈஅଈܾ͠ɺ׆ಈͰ͖るମ੍をਪਐ͠てい·͢ɻ

体制
社長をトップに、プロジェクトリーダーを副社長が務め、
コアメンバーを部門長以上で構成し、スピード感をもっ
て経営的な判断を即断即決で推進できる体制

活動 各タスクは関係部門長がリーダーとなり活動を推進

タスクC
$/ؔ࿈৘ใͷ

༗ڞ

● IRの情報収集と展開
● 政府・顧客・部工会などの
　情報収集と展開

タスクA
ঢ়೺Ѳͱݱ
௿ݮ໨ඪઃఆ

● CO2排出量と低減量の視える化
● 目標設定の項目
　  ①中長期目標の設定
　　（2050年、2030年、2025年）
　  ②カテゴリー（Scope３）単位の
　　目標細目化
　  ③テーマごとの目標設定

タスクB
௿ݮγφリΦ
ఆɾ࣮ࡦ ߦ

● 戦略的な低減の切り口、着眼点抽出
● シナリオ（大きな活動の柱）の策定
● シナリオを成立させる実行テーマの抽出
● 環境投資の定義、財務影響の明確化と予算化

カーボン
ニュートラルの実現
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࣋ଓత成長Λ͑ࢧΔऔΓ૊Έ

■ 基本的な考え方
ʮύリڠఆʯͰక݁͞Εͨɺੈ քͷฏؾۉԹ্ঢを࢈

るͨΊに͸ɺ͢ݱલൺ���ˆに཈える໨ඪをֵ໋࣮ۀ

����೥·ͰにԹࣨޮՌΨスͷഉग़ྔを࣮࣭θϩに͠

ͳ͚Ε͹ͳΒͳいͱ͞Εてい·͢ɻ౰ࣾ͸ɺ͜ ͷ୤୸ૉ

ࣾձ΁ͷҠߦにؔ͢るࣾձ͔Βͷཁ੥をೝࣝ͠ɺʮύリ

にؔ͢る合ҙ಺༰ࡦԹஆԽରٿఆʯͰక݁͞Εͨ஍ڠ

にࢍಉ͠てい·͢ɻ����೥�݄に͸ɺࣗ ࣾͷੜ׆࢈ಈͳ

Ͳに൐ͬてൃੜ͢る$0�ഉग़ ʢྔ4DPQF�
� �ʣについてɺ

ΧーϘϯχϡートϥϧ࣮ظ࣌ݱを����೥͔Β����೥

΁ͱ��೥ૣظԽ͢る৽ͨͳ໨ඪをࡦఆ͠ɺࡐྉɾ෦඼ɾ

੡඼ͷௐୡͳͲに൐͏$0�ഉग़ ʢྔ4DPQF̏ʣ໨ඪをઃ

ఆ͠·ͨ͠ɻ͞ Βにɺ୤୸ૉͷࡍࠃೝఆʮ4#5ೝఆʯをऔ

ಘ͠ɺόリϡーνΣーϯશମͰ׆ಈ͠てい·͢ɻ

■ 2030年へカーボンニュートラルの実現時期を前倒し
౰ࣾ͸ɺࣗ ࣾͷੜ׆࢈ಈͳͲに൐ͬてൃੜ͢る$0�ഉ

ग़ ʢྔ4DPQF�
� �ʣについてɺΧーϘϯχϡートϥϧ࣮ݱ

Խ͢る৽ͨͳظを����೥͔Β����೥΁ͱ��೥ૣظ࣌

໨ඪをࡦఆ͠·ͨ͠ɻ͜ Ε·ͰҎ্にɺ೔ৗվળ΍ੜ࢈

ٕज़ֵ৽をՃ଎ͤ͞ɺΤωϧΪー࢖༻ྔをۃখԽ͠ɺઃ

උߋ৽に͋ͨͬて͸ɺ୤୸ૉࣾձ΁ͷଅਐͱͳるΑ͏に

ΠϯターφϧΧーϘϯϓϥΠγϯάʢ*$1ʣをಋೖ͠ɺ؀

てい͖·͢ɻ·ͨɺඞཁͳΤω͠ࢪతに࣮ۃをੵࢿ౤ڥ

ϧΪーについて͸άリーϯిྗͳͲͷ࠶ੜՄೳΤωϧ

Ϊーを׆༻͠てい͖·͢ɻ

■ 脱炭素の国際認定「SBT認定」を取得
����೥��݄に͸ɺ����೥໨ඪ͕ύリڠఆに४͠ڌ

ͨ໨ඪ4DJFODF�#BTFE�5BSHFUTͰ͋るͱ͠てࡍࠃΠχ

γΞςΟϒͰ͋る4#5J͔Βೝఆをऔಘ͠·ͨ͠ɻ

୹ظ໨ඪについて͸)1を͝ࢀরͩ͘͞いɻ

その他

CO2排出量

塗装・めっき

ゴム押出成形

樹脂射出成形

日常改善

生産技術革新

再生可能エネルギー活用

ృ૷ɾΊ͖ͬ工ఔͰ
ෛՙͷ௿͍Ճ০Λ։ൃڥ؀

ΰϜ成ܗ工ఔͷ
Ճེ৚݅ͷ࠷దԽ

थࢷ成ܗ工ఔͷ
ిಈԽɾ௿ѹԽ

೔ৗվળ͚ͩͰͳ͘
ੜٕ࢈ज़ֵ৽Λਪ͠ਐΊɺ
লΤωΛՃ଎

Scope1, 2
カーボンニュートラル達成

2030 2050 ʢ೥౓ʣ

カーボンニュートラルの実現に向けた活動

SBT認定目標　当社の2030年度CO2削減目標
（いずれも2019年度比） SBT基準

Scope1＋2 ▲46.5% ※1 ▲46.2%以上（1.5℃水準） ※2

Scope3（カテゴリ1） ▲27.5% ▲27.5%以上（WB2℃水準） ※2

˞������೥໨ඪ࠶�ੜՄೳΤωϧΪーͳͲを૊Έ合ΘͤɺΧーϘϯχϡートϥϧを࣮ݱ
˞��$0�ഉग़ྔͷݮ࡟Ϩϕϧを͠ࢦɺ஍ٿԹஆԽにΑるؾԹ্ঢ͕ͦΕͧΕʮ���ˆະຬに཈えΒΕるϨϕϧʯɺʮ�ˆをे෼にԼճるϨϕϧʯをҙຯ͢る

୤୸ૉࣾձのߏங

■ TCFDの提言に賛同
౰ࣾ͸ɺ����೥�݄ɺؔީؾ࿈ࡒ຿৘ใ։ࣔタスΫ

ϑΥースʢ5$'%ʣにࢍಉをද໌͠ɺΨΠυに基ͮいͨリ

スΫɾػձͱରԠͷγφリΦ෼ੳをߦい·ͨ͠ɻͦ ͠てɺ

νϟϨϯδɺڥ����؀)ը΁ͷ൓ө΍5ܭۀࣄ����

����೥ͷϚΠϧストーϯͷݟ௚͠を͏ߦͳͲɺ׆ۀࣄಈ

શମͰऔΓ૊ΈをՃ଎͢るͱͱ΋にɺؔ ࿈৘ใͷ։ࣔを

తにਐΊてい·͢ɻۃੵ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹγφリΦ෼ੳ݁Ռ͸)1を͝ࢀরͩ͘͞いɻ

5$'%ʛ豊田合成�	UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ



UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ	�औΓ૊Έϓϥϯʛ豊田合成ڥ؀
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造ͷઓུ 価値創造Λ͑ࢧΔج൫ データ

■ 温室効果ガス（6ガス）※4 排出量の低減
�छྨͷԹࣨޮՌΨスͷ͏ͪɺ౰ࣾͰ࢖༻͠ている�つ
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■ CO2排出量の低減
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※1 企業が間接的に排出するサプライチェーンでの温室効果ガス排出量（原材料製造、輸送、出張、通勤など）  ※2 企業自身が直接排出した温室効果ガス排出量（化石燃料・天然ガスなど）
※3 間接的に排出した温室効果ガス排出量（購入電力など）

工場CO2ゼロの実現
■日常改善：徹底した省エネ活動

■ユーティリティー更新：設備効率化
■生技革新：革新工法の開発

■再エネ導入：太陽光パネル設置、
  グリーン電力購入

使用段階CO2極小化
■製品の軽量化
■BEV、FCEVの製品開発
■パワーデバイスなどの技術開発

廃棄の極小化
■易解体設計
■廃材回収とリサイクル推進
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材料・部品CO2

極小化

■リサイクル材、バイオ材の
  開発・活用

材料メーカーと協業で
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物流CO2削減
物流会社と協業で
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通勤・出張CO2

極小化
■BEV、FCEVの利用促進
■Web会議や在宅勤務の推奨
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■CO2排出量の削減

■積載効率、運行ルートの効率化
■電動トラックの導入

製品開発段階：環境に配慮した製品開発 ࡐྉ ઃܭ
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材料・部品調達段階：仕入先様との協働による低減 ྉࡐ Ϟϊͮ Γ͘
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